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研究成果の概要（和文）：本研究では認定こども園において，園と家庭や地域における遊びの循環・連環の中で
遊びの質が更に高まるための保育システムの提示を目的とした。認定こども園においても季節や伝統行事に関す
る遊びは家庭と園で連続的に行われやすい。そこで幼保一体化されているスウェーデン就学前施設のルシア祭に
関する実践と比較検討を行った。示唆されたことは、育ちや学びの過程はドキュメンテーションで日々丁寧に可
視化することによって，成長を促す・披露するというねらいを行事に求める必要はなくなるということ。また，
四季の行事・地域に伝わる行事の原点を大切にすることが地域や家庭との連続性を作り，子どもの生活を彩り豊
かにするという点である。

研究成果の概要（英文）：In this research, we aimed at presenting a preschool system in order to 
further enhance the quality of play in circulation / association of play in preschool, family and 
area in the Center for Early Childhood Education and Care(Nintei　kodomo-en) . Even in Center for 
Early Childhood Education and Care , play relating to seasons and traditional events is easy to 
perform continuously at home and in the garden. Therefore, we conducted comparative examination and 
practice on the Lucia Festival in Sweden pre-school facilities that are integrated into childcare. 
What is suggested is that by carefully visualizing the process of child rearing and learning day by 
day in documentation, it is no longer necessary to ask the event to encourage growth / show off.
And to cherish the origin of the seasonal event / traditional event will make continuity with the 
region and the family, enriching the life of the child.

研究分野：保育学
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１．研究開始当初の背景 

2012 年 1 月 OECD は「各国政府は子ども
の学習と発達を向上させるために保育の質
に関する基準と目標を確立すべき」という報
告を出した。我が国も保育の質の確保と向上
を最重要課題の一つと位置づけた『子ども・
子育て関連 3 法』が同年８月に可決され，幼
保連携型認定こども園の拡充，「幼保連携型
認定こども園保育要領」の策定に関する検討
が進められた。 

「生活を生活で生活へ」という倉橋惣三の
思想が受け継がれる日本の保育は「生活」と
いう概念が特に重視された生活基盤型保育
であり，幼保一体化制度においても幼児の
「生活の連続性」は「発達・学びの連続性」
と共に強く求められている。しかしながら
様々な家庭環境を背景にもつ乳幼児が混在
し，保育時間の長短も異なる幼保連携型認定
こども園では，保育構造や保育の質，そして
カリキュラムに関する様々な課題も挙げら
れており(1)，幼児の生活そして遊び(学び)が
質を高めながら連続性をもつ保育環境・教育
課程の構築は喫緊の課題である。 

そこで本研究では幼保一体化園において
幼児の生活が日々連続し，園・家庭・地域の
中で遊びの質が転換しながら高まり繋がる
ための保育環境・援助のあり方を探るため，
発達・学びの連続性という時間軸だけではな
く，生活の連続性という空間軸の両軸に着目
をした。 

保育の質に関する研究は秋田(2011)が「子
どもの発達を中心に見るならば保育過程の
要因と家庭の要因が子どもに直接的に作用
する」と述べているように(2)，保育の質を“過
程の質”から捉える研究，その評価法開発の
研究(3)も近年増加している。これらの研究の
多くは，園における遊びがその過程や発達・
学びの連続性という時間軸の中で質的転換
をしていくことで質が高まることを明らか
にしているが，筆者が幼稚園勤務時には多く
の幼児が「昨日，家でもあの遊びしたよ。」
と言いながら前日の遊びを続けていた。すな
わち，遊びは園内だけで継続されていくもの
ではなく，遊びの種類・内容によっては家庭
や地域にも持ち込まれるのである。特に生活
に密接に関わる行事場面では顕著である。季
節に関する行事，地域の伝統行事等を園生活
に取り入れ遊ぶ際には，家庭や地域でも同じ
行事場面が繰り返されることにより遊びが
連続することが多い。 

奥山(1997)は行事の実践から，園での遊び
が家庭での遊び，親子での遊びへと広がるこ
とによって家庭との連携が深まり，生活がよ
り生き生きすると明らかにしている(4)。しか
し，この奥山の研究フィールドは幼稚園であ
り，保護者が行事に参加することが連携の大
きな要因としている。つまり，保育時間に差
がある幼児が混在する幼保一体化園におい
て，行事に関連する遊びや日常の遊びが継続
されるのか，継続したならばその質に変化が

みられるのかは想定されていない。 

一方，吉次(2013)は幼保連携型認定こども
園における保育構造が午前と午後で分離・独
立している場合，家庭との連携に困難さが生
じると共に，遊びの質の転換に保育者が気付
き難いことを明らかにした(5)。これら先行研
究の知見から勘案すると，家庭・地域を巻き
込む遊びの循環性を作り，一つの遊びが形を
変えつつ連環するためのシステムを構築す
ることが，遊びの中にある学びの深まりをよ
り促し，その質を高めていくのではないかと
推測できる。 

また，幼保の機能が一体化し国際的にも質
が高い保育と評価されているスウェーデン
の保育施設（förskola）は，我が国の幼保連
携型認定こども園固有の特徴①保育時間の
長さによる園内の経験の違い②長時間保
育・短時間保育，双方の保護者との連携があ
る，という点でも類似している。 

特にスウェーデンの伝統・四季の生活に密
着したルシア祭・夏至祭などの行事に関する
遊びがどのように förskolaと家庭や地域で連
続しているのかについての調査研究は，本研
究独自の着眼点であるが，日本の保育でも行
われている伝統的な祭りや節句など四季
折々の行事に繋がる遊び場面との比較によ
り共通性が見いだせるものである。 

 

２．研究の目的 

以上の背景から，本研究では家庭環境や保
育時間の異なる幼児が混在し生活する幼保
連携型認定こども園において，園と家庭や地
域における遊びの循環・連環の中で遊びの質
が更に高まるための保育システムの提示を
目的とする。 

 

３．研究の方法 

（1）幼保連携型認定こども園における遊び
が園→家庭・地域→園の中で連続し循環性を
もつ場面の抽出・分析から，連続するための
背景とその要因を明らかにする。また，連続
性の中にある質の転換点を把握し，遊びが空
間軸の繋がりの中で高次に転換するために
必要な条件を検証する。 

〈調査対象〉 
①H 県 S 市公立 J 幼稚園  
②H 県 S 市公立 A 認定こども園 
③H 県 S 市私立 S 認定こども園 

〈 調査期間 ・観察時間 〉 
・平成 27 年 4 月 25 日〜5月 10 日 
5 月の節句に焦点を当て、関連する遊び場

面を抽出する 
・am 9：00〜10：30 
〈 調査方法 〉 
観察者１～2 人によって参与観察を実施し，

記録はビデオカメラで撮影、フィールドノー
ツに詳細の記述を行った。また、行事・節句
に関連する遊びを行っている幼児を担任し
ている教諭に後日インタビュー調査を実施
した。 



 

（２）幼保連携型認定こども園に近い特徴を
有するスウェーデン förskolaでの継続的なフ
ィールドワークから，ルシア祭およびルシア
祭当日に至るまでの遊びの過程を観察調査
する。調査園では園長・保育者への聞き取り
調査・カリキュラム等からルシア祭の保育的
価値を整理し，生活の連続性の中での「遊び
の質的転換」を探るため園児の家庭での遊び
も併せて調査分析をする。 

〈調査園および調査日〉 

調査にあたっては個人情報に配慮し園と
保護者から許可を得られた乳幼児の遊び場
面を動画撮影した。その後，抽出した子ども
のドキュメンテーション等を基に担任の保
育者へのインタビュー調査を実施した。 

・ストックホルム市 公立 T-förskola  

園児数 106 人 職員 25 人 

調査日 2015.12.7・2016.12.7 

・ナッカ市 親協同組合立 S-förskola 

園児数 16 人 職員４人 

調査日 2015.12.8 

・スンツヴァル市 公立 R-förskola 

園児数 38 人 職員８人 

調査日 2015.12.10・2016.12.10 

・スンツヴァル市 公立 S-förskola 

園児数 66 人 職員 17 人 

調査日 2015.12.11～15・2016.12.8 

・スンツヴァル市 私立 R-förskola 

園児数 20 人 職員４人 

調査日 2016.12.10 

また、förskola から降園した後の幼児の遊び
については，上記公立 S-förskola に在園する
3 名の家庭訪問を行い，ルシア祭前後の家庭
での遊びや実態調査を行うとともに保護者
へインタビュー調査を実施した。 

 

４．研究成果 
（１）遊びが園と家庭で連続する背景・要因 
園児の遊び・クラス担任への聞き取りから、

園における遊びが家庭や地域と繋がり循環
していくための要因として次の4点が考えら
れた。 
１.連絡帳で遊びを伝える。 
２.週に発行するクラス便りに遊びの様子を
書く。 
３.登降園の際に遊びを保護者に伝える。 
４.クラスでの遊び（一斉・設定遊び）を好
きな遊びの時間でも出来るような環境設定。 
１～３に関しては保護者に対して園での

遊び、子どもの姿や育ちを丁寧に伝えるとい
うことであり多くの園で見られる一般的な
情報公開的側面である。４に関しては、今回
季節の行事に関連する遊びを中心に観察調
査したため、遊びの始まりがクラスでの同一
の活動（一斉・設定遊び）場面になっている
ことからこのような共通点が見られると考
えられた。しかし、クラスの幼児が同時に同
一の遊びをおこなった後に、それらが継続し
て好きな遊び（自由遊び）の時間でも引き続

き行われたり、形を変えて連続したりする場
があるということは家庭や地域での遊びへ
と引き継がれやすいのではないかと推測で
きる。また、園での遊びの充実度や家庭・地
域で遊びに取り組める時間と場がなければ
遊びは継続することも循環することもない
（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）季節・伝統的行事に関する遊びの連続
性-スウェーデンのルシア祭から-  
①カリキュラムにおける位置づけ 
スウェーデンの就学前学校カリキュラム

（Lpfö 98 Revised 2010）においては日本の
ような「行事」に関するものの記載はない。
しかし förskola で行われるルシア祭や夏至
祭は多くの園で行事として一般化され，特に
ルシア祭に関しては伝統や歴史と深く関連
がある 1 年で最も大きなイベントである。そ
こで地域や伝統に関する記述を探ると，子ど
も達の生活に関わる文化・伝統を保育の中で
取り入れていくことの意義が記されている。
これより考えられるスウェーデン伝統行事
の保育的価値は以下となる。 
・伝統や歴史，言語，知識を文化遺産として
継承 
・子どもの能力と文化の創造性を伸ばす 
・文化への帰属を感じる 
・他の文化に対する感覚と尊重の念を持つ 
・地域の文化的な生活に慣れる 
また，移民の多いスウェーデンでは地域の

文化や伝統行事を保育の中に取り入れる際
は，様々な人種，他国の文化にも配慮し互い
に尊重しあえるような多様性を認めるとい
うことがより重視されている。 
各 förskola では Lpfö 98 Revised 2010 を

ふまえ年間カリキュラムが立案されるが，そ
の中にルシア祭の実施が記されている。特に
レッジョエミリアのようなプロジェクト活
動やテーマ活動を多く取り入れている 
förskola ではルシア祭に向けて様々な遊び
が関連するようカリキュラムが組まれてい
る(ex:劇遊び・長靴下のピッピ・光と影・星
…など)。 
②ルシア祭に向けた遊びや練習・保育者の援
助 
ルシア祭で歌う曲はサンタ・ルシアやジン

ジャークッキーの歌など，クリスマスソング
など定番曲であり，どの年齢であっても同じ

図 1 遊びが園と家庭で連続する要因  



  

図２ スーパーに売られているルシアやサンタなど

の衣装 

  

図４ルシアで歌う歌詞の掲示 

曲を歌うのが一般的である。その練習は各ク
ラスでのサムリング（話し合い）の中で少し
歌う程度で，日常の遊びや生活の流れは行事
前であっても変わらない。またスウェーデン
の保育室にはピアノはなく，歌の伴奏はほぼ
つけない。ギターを弾ける保育者がいる場合
は簡易な伴奏をつけて歌う。 
ナッカ市の S-förskola では調査日にジン

ジャークッキーを子どもたちが作っていた。
ルシア祭の当日に保護者にふるまうためで
ある。またどの園でもルシア祭だけではなく
クリスマスに向けた飾りを製作する遊びは
全員が一斉に行うのではなく，いくつかの小
グループに分かれて進められる。 

ルシア祭当日はルシア・星の精・ペッパー
カーカ・サンタ・トムテのいずれかに子ども
たちは扮するが，それは本人の希望により決
められる。基本的に衣装はスーパーなどで売
られているものを家庭で用意する（図２）。 

③環境構成（保育空間・壁面構成等） 
ルシア祭は園で最も大きな行事ではある

が，地域や家庭と同様にクリスマスに向かう
アドベントの中の一つとして位置付けられ
ている。そのため förskola でもクリスマス
ツリー，トナカイやサンタクロースの製作物
を室内に飾ることが多い。また家庭同様， 
förskola の窓際には星形のランプやアドベ
ントのろうそくでライティングされる（図 3） 

図３ 窓辺にアドベントスターを飾った保育室   

 

R-förskola③やS-förskola④での5歳児の
保育室にはルシアで歌う歌詞がイラストと
ともに掲示されていた。また短い詩の朗読を
ルシア祭で行うということでその詩も目に
付くところに貼っていた（図 4）。 
 

④ルシア祭当日の流れと保育者の動き・環境 
2015 年は 13 日が日曜日だったため

R-förskola では 11 日に，S-förskola は 14
日に実施していた。調査園は全て日没する 15
時頃に保護者が集まり開催された（図 5）。時
間になれば全園児が持参した衣装を身につ
け園庭に出て保護者の前でサンタルチアな
ど数曲歌う。スウェーデンではテレビの幼児
番組も英語で放送されるなど幼児の頃から
英語に親しんでおり，曲のいくつかは英語で
歌う園もみられた 

園庭に特に舞台を用意するというもので
はないが，クリスマスツリーを出したりルシ
アの人形，子どもたちが作ったランタンやラ
ンプを並べたりという程度で華美に飾り付
けるものではない。ルシア祭で実質子どもた
ちが歌うのは長くとも15分程度であり,その
後はジンジャークッキーやグロッグなどが
用意された FIKA（お茶の時間）を保護者と自
由に楽しみ。そのまま降園となるのが一般的
である。 

図 5 förskola のルシア祭 

⑤生活の連続性の中にみる遊びの質的転換 
ルシア祭の前日，親は子どもたちの着る衣

装に保護者がアイロンをあてたり，ルシアが
頭にかぶる電灯式ロウソクの確認をしたり
と準備を行う。5 歳Ａ児は準備された衣装を
着ることで更に明日のルシア祭への希望が
膨らんだようで，姉や友達とルシアの歌を歌
ったり，förskola で作ったトナカイやリース
の飾りを並べたり，カレンダーでルシア祭や
クリスマスまでの日程を数えていた。 
また 4歳 B児の家ではルシア祭で暗唱した

詩の一部をプリントしたものを förskola か
ら持って帰り，冷蔵庫に貼っていた。ルシア
祭後，参観に来ていた祖母の前で再度詩を言
ったり歌ったりしながら，ルシアについての
絵を描く姿が見られた。その後クリスマスプ
レゼントに関しての絵に変わり，サンタやト
ムテなどについて iPad で調べ始めた。5 歳 C



児は Förskola でのルシア祭後，衣装を着た
まま自宅に帰り（全員がそのまま帰宅する）
自宅に戻っても衣装を取らずろうそくを付
けた冠もかぶったまま遊び始めた。姉とブロ
ック遊びをしていたが，途中から C 児がルシ
ア役になりルシアの歌を歌うなど，遊びがル
シア祭ごっこへ変化をしていった。 
このような家庭での遊びと förskola での

遊びは図 6 のように往還し，一つの行事に関
する遊びが場所によって内容質を変えてい
る。それらはドキュメンテーションによって
可視化されたり，登降園の際に保育者と保護
者との連絡がなされたりすることによって
新たな遊び（クリスマスへの遊び）へと変化
し継続していく。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）まとめ 
日本ではルシア祭に類似する行事として

クリスマス会がある。サンタクロースからプ
レゼントをもらい，クリスマスケーキを食べ
るという多くの家庭でも行われる行事では
あるが，クリスマスの歌などを保護者の前で
歌ったり，合奏をしたり発表会に近いものを
合わせて行う園も多い。しかし歌や合奏の練
習，作品の製作に多く時間を割いてしまい日
常の保育や遊びから大きく逸脱してしまう
事例も多くみられる。 
スウェーデンのルシア祭は保護者が参加

する数少ない行事である。保護者の前で子ど
もたちは歌も歌うが，成長の披露という意味
ではない。そこで伝統的なルシアやクリスマ
スに関する歌を毎年繰り返し歌い，日常には
着ることのない特別な衣装に身を包み暗闇
とわずかな光の中で過ごすその時間を保護
者と共に楽しむのである 
アドベントシーズン，ルシア祭の当日には

教会で就学前の子どもたちから大人まで幅
広い年齢の聖歌隊や合唱団が歌声を披露し
ている。このように教会が生活と深くかかわ
り聖歌隊も身近にあるスウェーデンでは，学
校教育・就学前教育の場において集団での歌
を発表するということがほとんどない。 
 
スウェーデン förskola から示唆されるこ

とは、子どもたちの育ちや学びの過程はドキ

ュメンテーションで日々丁寧に可視化する
ことによって，成長を促す・成長を披露する
というねらいや保育的価値を行事に求める
必要はなくなり，四季の行事・地域に伝わる
行事を幼児の生活リズムに合った形で取り
入れることが出来るということである。そし
てゆとりある時間の中で行事の原点を大切
にすることが地域や家庭との連続性を作り，
日々の子ども達の生活を彩り豊かにしてい
く。 
早急な学びや成果を子どもたちに求める

のではなく，学びの芽生えを促していく環境
を創り，遊びが滑らかに継続していく状況の
構築が遊びの質を高めていくのである。 
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